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新
年
挨
拶

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会

会
長
　
倉
持
　
秀
裕

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝

に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

お
慶
び

い
た
し
ま
す
。
令
和
２
年
か

ら
蔓
延
し
社
会
に
混
乱
を
招

い
て
い

る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
今
年
で

４
年
目
に
突
入
い
た
し
ま
し
た
。
当

初

は
こ
れ

ほ
ど
長
期

に
わ
た
り
、

我
々
の
生
活
を
脅
か
す
存
在
に
な
ろ

う
と
は
露
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
感
染
は
拡
大
し
、
宗

教
儀
式
に
も
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
そ
は
通
常

の

生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
２
月
に
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ヘ
の
軍
事
侵
攻
が

発
生
し
、
未
だ
に
終
燎
に
至

っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
戦
争
は
よ
り
多
く
の
犠

牲
者
を
生
み
出
し
ま
す
。
罪
の
な

い

一
般
人
を
巻
き
込
む
、
人
権
を
無
視

し
た
暴
挙
が

一
日
で
も
早

い
終
焉
を

迎
え
ま
す
よ
う
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
暗

い
話
題
が
多

い
年
で
あ
り

ま
し
た
が
、
国
民
の
皆
が
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル
大
会
で

の
日
本
代
表
の
活
躍
に

一
喜

一
憂
し

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

本
年
も

ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

我
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
世
が
落
ち
着
く
の
に

は
時
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
我
々
宗

教
者
に
架
せ
ら
れ
た
役
割
は
大
き
な

も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
と
手

を
携
え
、
共
に
よ
り
良

い
世
の
中
に

向
か
う
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
し

よ

つゝ
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

一

年
が
皆
様
に
と

っ
て
有
意
義
で
実
り

あ
る

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

合
　
掌

第
４６
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

山
梨

・
身
延
山
大
会

第
４６
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
山
梨

・
身
延
山
大
会
が
１０
月
７
日
、
８
日
、

山
梨
県
身
延
町
の
日
蓮
宗
総
本
山
身

延
山
久
遠
寺
で
開
催
さ
れ
た
。
全
日

本
仏
教
会
と
山
梨
県
仏
教
会
の
共
催

で
、
「共
に
生
き
る
尊
さ
―
だ
れ
も

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
互
い
を
尊
重
し

あ
う
世
の
中
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
。

全
国
か
ら
４
５
０
人
が
参
加
し
た
。

身
延
山
大
学
講
堂
で
開
会
式
典
、
法

▲

'RIc‐

- 2 -

第46回 全日本仏教徒会議 山梨・身延山大会
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要
、
平
岡
聡

・
京
都
文
教
大
教
授
に

よ
る
記
念
講
演
、
そ
し
て
久
遠
寺
本

堂
に
て
身
延
山
現
代
音
楽
法
要
が
営

ま
れ
た
。
２
日
目
に
は
身
延
山
大
講

堂
で
、
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
内

藤
麻
里
子
氏
、
日
本
文
学
研
究
者
の

ロ
バ
ー
ト

・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
、
平
岡

聡
氏
に
よ
る
全
体
討
論
が
行
わ
れ
た
。

当
会
か
ら
深
谷
専
務
理
事
、
村
田
栄

行
代
議
員
、
金
子
事
務
局
長
、
大
塚

主
事
が
参
加
し
た
。

令
和
４
年
１０
月
３
日
（月
）
、
埼
玉

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
４３
回
埼

玉
県
佛
教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
は
浦
和
仏
教
会

（河
野
亮
玄

会
長
）
が
主
管
と
な
り
、
埼
玉
県
南

部
地
区
佛
教
会
が
後
援
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
、
「天
下
泰
平

高
民
豊
楽
」
～
平
和
を
願

い
　
出
会

い
を
大
切
に
～
　
で
参
加
者
は
県
内

外
各
地
か
ら
約
３
０
０
名
、
大
会
の

総
合
司
会
は
、
洪
見
善
雄
師

（廓
信

寺

・
浄
土
）
が
務
め
た
。

司
会
の
開
会
の
こ
と
ば
に
よ
り
開

会
。
佛
旗
バ
ト
ン
、
続
い
て
記
念
法

楽
が
厳
修
さ
れ
、
倉
持
秀
裕
会
長
が

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。
続

く
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
全
日
本
仏

教
会
事
務
総
長
の
尾
井
貴
童
師
か
ら

ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
た
。

記
念
講
演
で
は
、
講
師
に
高
尾
山

薬
王
院
貫
首
の
佐
藤
秀
仁
師
を
迎
え

『霊
気
満
山
　
高
尾
山
』
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
佐
藤
秀
仁
師

は
古
来
守
り
嗣
が
れ
た
信
仰
の
姿
を

紹
介
し
た
。

日
常
の
な
か
で
で
き
る
修
行
と
し

て
「参
拝
や
ご
祈
祷
や
墓
参
り
を
通

じ
て
芽
生
え
た
菩
薩
心
を
実
生
活
に

生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
で
生
き
る
力

に
な
る
」
と
説
い
た
。

『声
明
と
イ
ン
ド
舞
踏
』
と
題
し

て
、
真
言
宗
智
山
派
青
年
会
に
よ
る

声
明
を
披
露
。
ま
た
、
横
田
ゆ
う
わ

氏
の
イ
ン
ド
舞
踏
と
サ
ッ
ク
ス
奏
者

。
坂
田
明
氏
、
ピ
ア
ノ

」
栗
田
妙
子

氏
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
‥
神
田
佳
子

氏
、
竹
原
幸

一
氏
の
演
奏
で
平
和
を

テ
ー
マ
に
舞
踊
家

・
野
火
杏
子
氏
が

共
演
さ
れ
た
。

大
会
の
結
び
に
、
浦
和
仏
教
会
の

河
野
亮
玄
実
行
委
員
長
か
ら
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

『県
佛
大
会
義
援
福
祉
募
金
報
告
』

第
４３
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
の
開

催
当
日
、
参
加
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預

か
り
し
た
義
援
福
祉
募
金
の
合
計
金

額
は
１
６
７
、
６
４
７
円
に
な

っ
た
。

募
金
は
浦
和
仏
教
会
か
ら
、
共
同
募

金
会

へ
寄
託
し
、
社
会
福
祉
事
業
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
。

- 3 -

ロ

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
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倉持秀裕会長

記念講演
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越生毛呂山仏教会から浦和仏教会へ佛旗バ トン

=二_晨_“ニュ
“==■

_=ェこ
=工

.■壺■五越二」とL二
=ュ

ュ=浪嘔
““

晟

記念法楽

全日本仏教会

尾井貴童事務総長

大 会 テ ー マ  天 下 寮 平  爾 民 豊 楽  ～ 平 和 を 願 ●ヽ  議 会 い を 大 切 に ～
群雲43 埼 玉 県 佛 教 徒 大 会

高尾山薬王院御貫首 佐藤秀仁師

4

竜
＝
渕

．ξ
●
■

〓
ｌ
ｔ
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インド舞踊

サックスとピアノによる名曲「ひまわり」の演奏

創作舞踊

真言宗智山派青年会

二.、 1.1鼻

== _
藤 薔轟

5

_“輌豪ぽ|

.鶴継扇議
=■

|

■ ‐

1.|

鶯嚢彗

驚
澤
・

,

鍮畿|

」鶴
，

‐ 重

・ 鷲摯

=奪
‐》

‐・、●
Ｉ
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鰐
攣

司
鷹‡
．．鱗
議‡

入場無料

要参加申込

演題 「修験道入門」 (仮 )

言髯自市 五條 良矢日自市 奈良県 金峯山寺 住職

全日本仏教会副会長

(1)埼玉県における基本的な事務手続について 講師 :学事課・60分

(2)県政出前講座「防犯のまちづくり」

講師 :防犯・交通安全課 (埼佛会館)45分

川越比企地域振興センター (川越地方庁舎)45分

令不□5年 2月 14日 (失)さいたま会場 埼佛会館 2階 東西会議室

令和 5年 2月 16日 (本)川越会場 り|1越地方庁舎 4階 大会議室

時間 13i30～ 15:35

お問合せ先 埼玉県総務部学事課 総務・宗教法人担当

電話 048-830-2568

6

開催日 令和 5年 2月 21日 (火 )

開場14:00 開会14:30 閉会16:30

爾
】羹鐵
爾
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埼玉県警からのお知らせ

撃

|・ 1‐
‐‐

1‐ :

■‐
`

・ |■■
・ :1‐

11躍 5降 神 社 ′:1難 華錢 現壺 ::○奉参鍔4=

菫 月,肇 ～墨 ,「静 舞 梓 社 鼻
=・
た ,ま、;!鏡窮豪羹 窪l:奎 i攀〕◎参霧イ主

， ヽ
ヤ 職躍13藤 詩社 職筆華彙 義金Eう0発 注

宅 藁選菫 議 董1社 着庭輩彙 革 警

む̈ 菫羮17鍵 勢社 構塞華羹 霙壺 l争奪舞
壼
〕・・

11民
=C,藤

神 社 舞整まif薬 嚢奎200舞
，

Ｉ 11毒 菫彦舞 神社 権f::.=典 雲金うこ織0欝位

欝数纂1
=

11舅 意1華・ヽ 11舅 2拿 舞 詩構 暮をヽたま蒙幸尭蒙羹 職

移 11肇
=う

諄 神 社 春 澤露 :ij典 彙越

1参 豊3民 1葬 警:lt 薄薩串:ヘ 不暁

11 壼護躍寧琴´ヽ“10露 ま0‐ 舞 神社 藪薄彙 輝き重:100●攀:露 :主

l豊 堂ま薦10轟 ヽ鍵董11馨 神社 義農薦 愛金:3参 0義露裟́

13 菫2薦 姜 ‐轟～ 1鬱 |′轟12議 拷:::1: 義輩「 馨 寝壺:3●〔X}用
=14 五2舞 II霧 号駐 鍮後 liご 羹 嚢金 15ф巻:再 :こ

15 豊露質豊阜轟 持 社 峰彗事鋳 本 遂

1事 登2毒 1=義 持社 轟菫華恭 ,勢全6争0●露:主

17 費髯上難～12薄 lき 攀‐ 議社 ′::難 華粂 輝邊6,10モOO舞 1:童

機

.・
:・

■1■

=オ
=鋳亜撰鋳鍾おしヽて、寺鏡からさしl錢を盗もうとした犯人を確保

する際 :こ抵抗され、震力を振るわれた電機姦事{牛が発生しました。

☆ 薫撃幹 ::■
=■=|を

する。
☆ 孝糧人との1童置鐘藤饉注意する[

そ■■■:|=■‐■
==■ =■

.■■Ⅲ■1,■ }

☆ 攀歌 が嚢で逃遷する際鍾鐘、不簿慧鍾
=■

■■■.

☆ 社醒競争事務瞬饉竃行した際、轄逓饉ベンやハサ
ミ等の■●■■■■ 1.■ lt

■

●
■
●
一

====:==|■
■
====寺 =■

寺二彗 11

年末年始:よ多くの鬱葬者が見集まれます。

種務話や寺務難 =蠣金を暴警す蓬機会も多くなりますので,さ 与ゝ錢

ね拳もヽと共:こ幾入等:こ対する、約難対策俸強盤をお願務ヽします。

鋳臨鸞摯鋳ポイントまま奮穣4年 9舞齢彗発轟の事件構難を参考 :こ し

てくださしヽ警

埼玉難警察本部生活安全部生活安全総務課 048Ⅲ 832‐ 0110

7

:■■1■ :・ :・
|・

舞入警寒澤警奪菫慧轟‐

令轟4年菫鵞‐～12麗 盆巷鶏| さ務雌錢ねら熱ヽの議無横溝
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:綺
饂
跛
櫻
鑢
だ
炒
嘘

・●

■

１
，

●

●

一
　

●
―

妻
沼
仏
教
会

●

■

■
越

生

・
毛

呂

山

仏

教

会

十

．
月
二
十
六
日

（土
）
に
越
生

町
の
法
恩
寺
客
殿
を
会
場
と
し
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
は
寺
院
運
営
の
諸
間

題

「寺
院
に
関
わ
る
保
険
に
つ
い
て

生
活
保
障

ｏ
リ
ス
ク
管
理
な
ど
」

と
題
し
ま
し
た
。

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
株
式
会
社

・
井
上
拓
郎
氏
に
よ
る
五
つ
の
テ
ー

マ
に
そ
っ
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

寺
族
の
生
活
保
障
（退
職
金
制
度
）

共
お
見
舞
金
制
度
）
寺
院
に
お
け

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（賠
償
保

険
）
。
（火
災
保
険
）
寺
院
で
備
え
て

お
く
べ
き
規
程
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
時

間
制
限
が
あ
る
な
か
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
説
明
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
の
中
で
と
く
に
興

味
深
か
っ
た
の
は
退
職
金
制
度
を
利

用
す
る
事
で
法
人
よ
り
生
涯
受
け
取

る
金
額
が
増
え
る
と
教
わ
り
ま
し
た
ｃ

（月
額
給
料
を
減
額
し
毎
月
の
保
険

料
支
払
い
へ
変
更
が
必
要
）

宗
教
法
人
役
員
退
職
金
制
度
の
導

入
手
順
　
①
役
員
退
職
慰
労
金
規
程

の
作
成
　
②
責
任
役
員
会
に
て
承
認

を
受
け
る
　
③
責
任
役
員
会
議
事
録

を
作
成
　
④
法
人
契
約
で
保
険
に
加

入

（終
身
保
険
で
解
約
返
戻
金
が
積

立
て
ら
れ
る
保
険
）
保
険
料
で
原
資

を
確
保

退
職
金
制
度
を
導
入
す
る

（生
涯

受
け
取
り
総
額
百
万
円
と
し
た
場

合
）①

給
料
の
み
で
受
け
取
り
　
例

。

給
料
百
万
円

②
給
料
と
退
職
金
で
の
受
け
取
り

（勇
退
・生
存
退
職
）
例

。
給
料

五
十
万
円
　
退
職
金
五
十
万
円

②
を
選
択
す
る
事
で
国
税
及
び
地

方
税
が
減
額

（退
職
金
支
給
時
に
退

職
所
得
控
除
が
あ
る
為
）
と
な
り
大

変
有
利
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
仏
具
に
保
険
を
掛
け
る

方
法
や
境
内
で
起
こ
る
事
故
に
よ
る

保
障
問
題
等
た
く
さ
ん
身
と
な
る
解

説
を
頂
戴
し
有
意
義
で
充
実
を
し
た

研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

井
上
拓
郎
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は

遠
く
よ
り
お
越
し
下
さ
り
十
二
名
の

参
加
者
全
員
が
感
謝
の
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
気
を
遣
い
な
が
ら
の
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
が
会
場
を
提
供
下
さ
っ

た
法
恩
寺
様
が
使
用
環
境
を
整
え
て

下
さ
っ
た
お
か
げ
で
心
配
の
必
要
が

な
い
研
修
会
に
な
っ
た
事
を
感
謝
申

し
上
げ
、
研
修
会
の
報
告
と
致
し
ま

す
。

越
生

。
毛
呂
山
仏
教
会

・
城
所
直
久

令
和
４
年
９
月
２９
日

（木
）
、
歓

喜
院
に
お
い
て
第
６２
回
戦
没
者
慰
霊

祭
が
、
妻
沼
地
区
遺
族
会
地
区
代
表

な
ど
１５
名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

〓警
　
　

榔̈
一一
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１２
月
２
日

（金
）
浦
和
仏
教
会
、

浦
和
仏
教
青
年
会
は
、
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅

前
を
中
心
に
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
募

金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
４
万
円
を

超
え
る
募
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
埼
玉
県
共
同
募
金

会

へ
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
´
　
一

Ｌ
Ｌ

♂鮨つ
♂″

「平
和
の
祈
り
」

令
和
４
年
Ｈ
月
２８
日

（月
）
、
埼
玉

県
宗
教
連
盟

（齊
藤
佳
佑
理
事
長
）

が
今
年
で
２０
回
目
と
な
る

『平
和
の

祈
り
』
を
カ
ト
リ
ッ
ク
川
越
教
会
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
同
様
、

会
場
内
は

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と

し
て
例
年

の
半
数
以
下
の
参
加
制
限
、

祈
祷
時
間
の
短
縮
、
祈
祷
以
外
の
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
深
谷
雅
良
専
務
理

事
、
渋
谷
耕
洋
代
議
員
、
吉
川
正
人

師
、
三
浦
清
志
師
、
大
應
寺
か
ら
小

橋
師
、
津
田
師
、
藤
井
師
、
新
村
師
、

小
河
原
師
、
事
務
局
か
ら
金
子
嘉
広

事
務
局
長
、
大
塚
美
紀
主
事
、
永
堀

優
子
書
記
が
参
加
し
た
。

「第
３
回
役
員
会
」

「第
５３
回
研
修
会
」

令
和
４
年
１０
月
２０
日
（本
）
「埼
玉

同
宗
連
」
（春
日
英
明
議
長
）
は
、

埼
佛
会
館
会
議
室
に
於
い
て
、
令
和

４
年
度
第
３
回
役
員
会
を
開
催
し
、

今
年
度
発
行
予
定
の
啓
発
誌
な
ら
び

に
小
冊
子
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
事
業
に
つ
い
て
も
話
し

合
わ
れ
、
現
地
学
習
会
と
新
年
懇
親

会
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
今
年
度
の
開
催
は
見

送
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

役
員
会
に
引
き
続
き
、
第
５３
回
研

修
会
が
開
催
さ
れ
約
４０
名
が
参
加
し

た
。
今
回
も

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

で
、
人
数
を
制
限
し
て
の
実
施
と
な

っ
た
。
講
師
に
部
落
解
放
同
盟
埼
玉

県
連
合
会
書
記
長
の
小
野
寺

一
規
氏

を
お
招
き
し
、
第

一
部
「
『埼
玉
県
部

落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
』
制
定

の
背
景
と
意
義
」
、
第

二

部
「
『最
終
局
面
を
迎
え
た
狭
山
第
３

次
再
審
闘
争
』
～
東
京
高
裁
は
、

１１

人

の
鑑
定
尋
間
と
イ

ン
ク
鑑
定
行

え
―
～
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ

い
た
ｃ

最
後
に
、
小
野
寺
書
記
長
よ
り
、

狭
山
事
件
の
第
３
次
再
審
請
求
に
お

け
る
事
実
調
べ

（鑑
定
人
尋
間

・
鑑

定
）
の
実
施
を
求
め
る
署
名

へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。
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「第
器

令
和
４
年
１１
月
１０
日
（木
）
、
人
権

教
育

・
啓
発
推
進
埼
玉
県
実
行
委
員

会

（倉
持
秀
裕
会
長
）
は
、
「第
２３

回
知
事
要
請
行
動
」
を
県
議
会
議
事

堂
議
員
お
よ
び
県
知
事
公
館
で
実
施

し
た
。
知
事
公
館
で
行
わ
れ
た
要
請

行
動
で
は
要
請
団
を
代
表
し
て
本
会

の
深
谷
専
務
理
事

（会
長
代
理
）
が

「ネ
ッ
ト
の
差
別
情
報
削
除
を
は
じ

め
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
山
積
み
で
す
。

差
別
解
消
に
向
け
た
教
育
や
啓
発
を

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
て
、
大
野
元
裕
知
事
、
中
屋

敷
慎

一
県
議
会
議
長
に
要
望
書
を
手

渡
し
た
。
最
後
に
、
「埼
玉
同
宗
連
」

議
長
の
春
日
英
明
師
の
挨
拶
で
行
動

を
閉
じ
た
。

「狭
山
事
件

埼
玉
県
沸
教
保
賓
協
〈麓

令
和
４
年
１０
月
２８
日

（金
）
１３
時
・

か
ら
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
狭
山
事

件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
の
支
援
者
約

１
、
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。
「埼
玉

同
宗
連
」
か
ら
議
長
の
春
日
英
明
師

が
参
加
し
た
。
全
体
集
会
に
先
立

っ

て
、
埼
玉
県
独
自
集
会
が
行
わ
れ
、

意
思
統

一
を
図

っ
た
。
主
催
者
挨
拶
、

狭
山
弁
護
団
報
告
、
石
川

一
雄

・
早

智
子
さ
ん
の
訴
え
、
基
調
報
告
、
東

京
高
裁

へ
の
緊
急
署
名
提
出
行
動
が

行
わ
れ
た
。
集
会
後
、
参
加
者
は
日

比
谷
公
園
を
出
発
し
、
東
京
高
裁
に

向
か
っ
て
デ
モ
行
進
し
た
。

去
る
■
月
２５
日
、
人
権
教
育

・
啓

発
推
進
埼
玉
県
実
行
委
員
会
は
、
さ

い
た
ま
市

「あ
け
ぼ
の
ビ

ル
会
議

室
」
に
お
い
て
、

１１
月
１０
日
に
埼
玉

県
知
事
な
ら
び
に
県
議
会
議
長
に
提

出
し
た

「埼
玉
県
の
人
権
政
策
に
関

す
る
要
望
書
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
県

の
関
係
課
各
課
と
事
務
折
衝
を
行

っ

た
。
「埼
玉
同
宗
連
」
か
ら
は
春
日

英
明
議
長
と
金
子
嘉
広
事
務
局
長
が

参
加
し
た
。

埼
玉
県
佛
教
保
育
協
会

（丹
羽
義

昭
会
長
）
は
、
令
和
４
年
１０
月
１２
日

（水
）
埼
佛
会
館
会
議
室
、
■
月
９

日

（水
）
埼
玉
会
館
会
議
室
、

１２
月

１４
日

（水
）
埼
佛
会
館
会
議
室
に
於

い
て
、
第
３７
回
全
国
仏
教
保
育
埼
玉

大
会
　
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和
６
年
７
月
２５
日
～

２６
日
に
開
催
さ
れ
る
第
３７
回
全
国
仏

教
保
育
埼
玉
大
会
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。
県
内
５２
加
盟
園
か
ら
な
る

埼
玉
県
佛
教
保
育
協
会
は
２
年
後
の

全
国
大
会
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

”ヽ

L_

埼
玉
県
と
の

置
ヽ

　

　

議
ヽ

，

〓
菫
・・

【
”
燎
一
・・
　
　
　
　
　
　
．

・
．
一

．
．
．

響

第実
行
委
員
会
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（
．
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
副
会
長

粂

原

恒

久

自
坊
一連
一馨
土寸

〒
３５０．
００６６
　
川
越
市
連
雀
町
七
番
地

一

電

　

　

話
　
〇
四
九
―
二
三
二
１
０
０
四
三

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
〇
四
九
―

三
二
六
―
〇
六
七
六

（
＾
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
副
会
長

本
庄
市
　
城
立
寺
住
職

加

藤

玄

静

〒
３６７．
００５２
　
本
庄
市
銀
座
３
１
４
１

７

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
会
長

真
言
宗
智
山
派
　
三
学
院
住
職

倉

持

秀

裕

〒

３５

００

電
　
話

Ｆ

Ａ

Ｘ

蕨
市
北
町
３
１
２
１
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謹
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新

年
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本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願

い
ヤ

し
上
げ
ま
す

人
口

掌

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
常
務
理
事

曹
洞
宗
賓
持
寺

住
職

馬
　
場
　
知
　
行

鴻
巣
市
箕
田
二
〇
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
人
―
五
九
六
―
〇
七
二
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
四
八
―
五
九
六
―
七
七
二
四

天
台
宗
　
東
泉
寺
　
住
職

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
常
務
理
事

河
　
野
　
亮
　
玄

〒
３３０
１

００４４
　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
瀬
ヶ
崎
ニ
ー

一
五
―
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
●
四
人
―
八
八
六
―
四

一
五
ｌ

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
常
務
理
事

山
　
口
　
正
　
純

〒
３３４．
００５７
　
埼
玉
県
川
国
市
安
行
原
二
〇
〇
八

密
蔵
院

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
専
務
理
事

水
光
山
大
應
寺
　
住
職

深

〒

３５４
１

００１

谷
　
雅
　
良

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｆ

Ａ

Ｘ

埼
玉
県
富
士
見
市
水
子

一
、
七
六
五

〇
四
九
―

二
五

一
―
五
六

一
一

〇
四
九
―
二
五

Ｆ
Ｉ
五
六
〇

一

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
理
事

曹
洞
宗
　
金
澤
寺
　
住
職

宮
　
土寸
　
守
　
正
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院
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００４４
　
さ
い
た
ま
市
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四
五
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Ｏ
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九
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Ｘ
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人
）
七
九
四
―
三
〇
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春
日
部
市
仏
教
会
会
長

ヒ県
　
蔵
　
院

小

林

秀

樹

〒
３４４．
肥
　
春
日
部
市
粕
壁
東
２
１
１６
１
６５

（
一
財
）
埼
玉
県
佛
教
会
　
理
事

天
台
宗
　
慶
福
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職

関

口
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樹
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蓮

田
市
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四
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六
八
）
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二

∫
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《日時》

令和 5年 1月 14日

1月 15日

埼玉県佛教保育協会

第38回埼玉県佛教幼児画展
●
”
●
●
〓

(土 )

(日 )

”　
”

時

時

７
′

∩
υ

Ｑ
Ｕ

ｎ
υ

時

時

《場所》

さいたま市文化センター展示室

[南区根岸 1-7-1]
※入場自由

.aa.3..aa.a..a{,-3..4a.a..aa.3.
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m233 令和5.1.5「埼玉佛教」

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
　
８
月

９
日
　
川
口
市
顕
正
寺

（日
蓮
）

吉
田
　
呈

一　

師

（８８
歳
）

令
和
４
年
　
９
月

２
日
　
小
鹿
野
町
光
西
寺

（曹
洞
）

石
田
　
治
光
　
師

（８５
歳
）

元

・
代
議
員

令
和
４
年
　
１２
月

１２
日
　
川
口
市
西
福
寺

（浄
土
）

稲
岡
　
圭
慈
　
師

（４９
歳
）

１３
日
　
さ
い
た
ま
市
玉
蔵
院

（豊
山
）

木
村
　
晴
雄
　
師

（７９
歳
）

令
和
４
年
　
１０
　
月

３
日
▼
第
４３
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

（埼
玉
会
館

。
大
ホ
ー
ル
）

７
日
▼
第
４６
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

山
梨

。
身
延
大
会

（日
蓮
宗

総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
／
深

谷
専
務
理
事
、
金
子
事
務
局

長
、
大
塚
主
事
）

１２
日
▼

「埼
佛
保
」
第
３
回
理
事
会
、

全
国
仏
教
保
育
埼
玉
大
会
第

１
回
実
行
委
員
会

（埼
佛
会

館
）

１３
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

２０
日
▼

「埼
玉
同
宗
連
」
第
３
回
役

員
会

。
第
５３
回
研
修
会

（埼

佛
会
館
）

２８
日
▼

「解
放
同
盟
」
狭
山
市
民
集

会

（日
比
谷
野
外
音
楽
堂
／

金
子
事
務
局
長
、
大
塚
主
事
）

令
和
４
年
　
１１
　
月

９
日
▼

「埼
佛
保
」
全
国
仏
教
保
育

埼
玉
大
会
第
２
回
実
行
委
員

会

（埼
玉
会
館

ｒ
会
議
室
／

大
塚
主
事
、
永
堀
書
記
）

１０
日
▼

「人
権
埼
玉
」
埼
玉
県
へ
の

要
請
行
動

（県
議
会
講
堂
、

知
事
公
館
／
深
谷
専
務
理
事
、

大
塚
主
事
）

１５
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

２５
日
▼

「人
権
埼
玉
」
埼
玉
県
と
の

関
係
課
交
渉
（浦
和
。あ
け
ぼ

の
ビ
ル
／
金
子
事
務
局
長
）

２８
日
▼
「埼
宗
連
」
平
和
の
祈
り

（カ

ト
リ
ッ
ク
川
越
教
会
／
金
子

事
務
局
長
、
大
塚
主
事
、
永

堀
書
記
）

令
和
４
年
　
１２
　
月

１
日
▼
第
３７
回
人
権
啓
発
研
究
集
会

第
３
回
現
地
実
行
委
員
会

（さ
い
た
ま
市
・市
民
会
館
お

お
み
や
／
金
子
事
務
局
長
、

大
塚
主
事
）

１３
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

１４
日
▼

「埼
佛
保
」
全
国
仏
教
保
育

埼
玉
大
会
第
３
回
実
行
委
員

会

（埼
佛
会
館
）

２３
日
▼

「人
権
埼
玉
」
第
２
回
幹
事

会

（熊
谷
市

・
ホ
テ
ル
マ
ロ

ウ
ド
イ
ン
熊
谷
／
金
子
事
務

局
長
、
大
塚
主
事
）

２８
日
▼
仕
事
納
め

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
が
続
く
な
か
で
、
奉
詠
大
会
、

県
佛
大
会
の
二
大
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら

に
明
る
い
兆
し
が
現
れ
、
数
多
く
の

会
議
や
催
し
物
で
、
皆
様
の
元
気
な

お
姿
を
拝
見
出
来
ま
す
よ
う
願

い

ま
す
。

国
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